
 

 
 

をさける 

家庭で  

・登校前の健康観察、健康観察記録カードへ記録 

・マスク着用で登校 

・水筒（湯茶）の用意（希望者） 
 

学校で 

 ・登校時玄関で検温（非接触型体温計）。発熱者は保健室にて再度検温。 

 ・ソーシャルディスタンス指導  友達との間隔をあける。（距離は遠く、心は近く） 
 
教室で  

・健康観察記録カードの確認と健康観察 

・座席の間隔を空ける。１ｍ以上 

・こまめな手洗い・手指消毒の推奨、指導 

・換気を行う（欄間は常時複数個所開けておく。休み時間ご   

とに窓を開け、空気の流れを作る。） 

・授業では、手を繋ぐなどの濃厚接触となるような活  

動をあえて行わない。 

 ・給食前の検温。（教室で担任が行う） 

・給食時は、対面する形での会食をやめ、会話を控える（特に大声での会話） 

・給食の配膳を行う児童の健康観察を確実に行い、必要に応じて当番を代える。 

・休み時間・清掃後・児童下校時の教室消毒（トイレ消毒） 
 
その他の活動 

・集会・行事の実施については、感染拡大の状況によりその都度検討する。集会を実施する場合は、

換気や間隔を空けて整列するなど感染予防に努める。 

・委員会・クラブ活動、係・当番の見直し、接触を減らす対応 
 
体調不良者が出たら 

・発熱等の風邪症状がある場合は、早退させる。 

（本人が授業を継続できる程度であっても、他への感染防止の観点から早退させる） 

・必要に応じてクラス全員の検温を行う。 

・保健室では、体調不良で早退する児童と他児童が接触しないように配慮する（保健室動線確保） 

・体調不良の児童宅には家庭訪問をしない。連絡児童にプリント等を届けさせない。 
 
感染者（疑いを含む）が出たら 

・関係機関（村教委、保健所、学校医等）の指導を仰ぎ対応する。 

・公開できる情報と保護する情報を確認し、プライバシーや人権を保護する。 

・ＰＴＡ、南牧中学校、さくら保育園（学童）等と連携。 

・臨時休業、学年（学級）閉鎖等の対応を行う。給食センターへ連絡する。 

学年（学級）閉鎖の場合は、兄弟姉妹等の濃厚接触者は登校を控える。（その都度判断おおむね 2 週間） 

・該当児童の約２週間の行動歴を聞き取る。（感染ルート、クラスターの把握） 

・該当児童の行動歴から学校での濃厚接触者を把握する。 
 
その他 

・感染者や濃厚接触者、医療従事者等に対する偏見や差別につながるような行為がないよう発達段階

に応じた指導を行う。 

 

体調が悪い場合は、登校を控え、受診ま

たは受診相談をし、医師の判断を仰ぐ 

＜感染を防ぐための習慣＞ 

・手洗いの励行 ・手指消毒の励行 

・マスクの着用、咳エチケット 

・口呼吸をやめ、のどの乾燥を防ぐ 

・適時、水分補給を行う 

・何気なく目、鼻、口、顔を触らない

ようにする 

・ハンカチの貸し借りはしない 

密閉 

密集 密接 

＜熱中症への配慮＞ 

・運動時マスクをはずす 

・こまめな水分補給 

新型コロナウイルス感染症対策マニュアル 
２０２１．４．１ 

南牧村立南牧小学校 

３学期始業式 再確認事項！！ 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、できる予防を校内でも継続する。 

特に！！ 

・手洗い・アルコール消毒、マスクの着用、ソーシャルディスタンス！ 

※ 体育や休み時間後等のマスク忘れに注意。 

給食中 

・黙食継続 

・給食着の着用徹底。給食当番に関わる児童は必ず着用。 

・給食当番チェック表・・・検温後→給食当番を始める前に、チェックを行う。 

体調不良者には、当番はさせない。 

教室の消毒 

・下校時、児童の机上。 児童にさせてもよい。 


